第3巻第15課

第15课　訪問する
目標

	日本語学習目標

・住習慣の共通性や相違性を、簡単な日本語で言うことができる。

・友達に見せたいものを紹介することができる。また、友達の家にあるものが何か聞くことができる。
・訪問時の決まり文句のあいさつができる。
・訪問した家の中を案内してくれたときの第一印象を言うことができる。

・漫画の中に出てきた相槌や感嘆詞などをまとめ、そのような言葉を使うことで生き生きした会話になることを知るとともに、実際に使ってみる。
文化・人間関係目標

・訪問の疑似体験を通して、ほかの人の家に行った時に感じる戸惑いについて、自分はどう対応するかを考える。

・日本をはじめ世界の住習慣について比較し、その共通性や相違性に気づく。
・日本の家の外観的特徴から、日本の気候について考えるとともに、中国の家の多様性とその気候との関連性について考える。


主題場面（主题场面）

●制作意図＆授業のヒント

・王、夏、朴、金が美佳の家を訪問する場面です。4人の表情から、よく来たことがあるのか、日本人の家に来たことがあるのか、もし自分が4人の立場だったら、どんな気持ちかなどを想像させて、トピックを導入しましょう。

・問いかけ例

○金や王たちは美佳の家によく来ていると思いますか。

○金や王たちは日本人の家に来たことがあると思いますか。

○金や王たちは、いま、どんな気持ちだと思いますか。

○もし自分が4人の立場だったら、どんな気持ちになりますか。

学習活動（学习活动）
あなたならどうする？

	活動のねらい

	・訪問の疑似体験を通して、ほかの人の家に行った時に感じる戸惑いについて、自分はどう対応するかを考える。

・日本をはじめ世界の住習慣について比較し、その共通性や相違性に気づく。住習慣の共通性や相違性を、簡単な日本語で言うことができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	（[～]と）同じ。

（[～]と）違う。
	


●活動内容

・世界の中学生の家（日本、モンゴル、韓国）を訪問したつもりになって、家の造りや家具や電気製品などで気づいたり、戸惑ったりしたことについて話す。また、その理由についても考える。

・世界の中学生の生活習慣と自分たちの生活習慣の共通性・相違性をみつける。

　　　例　（日本の玄関に段差があるのを見て）　（わたしの）うちと違う。

●制作意図＆授業のヒント

・建物の様式や生活習慣に対する戸惑いとそのときの対応について、紙面上で疑似体験ができるようにしました。

・素材集CDに、この活動の写真4枚が入っていますので、それを利用して写真を大きく見せるといいでしょう。それぞれだれの家なのかを想像させ、そう考えた判断理由を考えさせてみましょう。

・4枚の写真だけでなく、ほかの家の写真（世界各地、中国国内各地）を利用すると発展的な活動になります。それぞれの家について文化的背景を考えさせてみましょう。

●補足説明

・左上の写真：日本の紗希の家の玄関です。段差があり、下の段で靴を脱いで、上の段にあがります。

・右上の写真：日本の紗希の家の廊下です。木の廊下を歩くときは、スリッパをはいていてもいいですが、畳の上を歩くときはスリッパを脱ぎます。畳がない洋室の場合、スリッパをはいたまま入ってもいいです。

・左下の写真：モンゴルのエンフマーの家です。壁に大きな絨毯を掛けて、飾りにしています。チンギスハーンの絨毯を飾っている家が多いです。馬に乗るときに使う鞍もあります。

・右下の写真：韓国のビョンホの家です。冷蔵庫が2台あります。背が高い冷蔵庫は、一般的な用途の冷蔵庫です。背が低い冷蔵庫はキムチを作るための専用の冷蔵庫です。キムチ専用の冷蔵庫は、キムチが醗酵するのにいい機能や、キムチを長期保存する機能がついています。現代の韓国ではとても人気がある家電製品です。

第一印象を言ってみよう！
	活動のねらい

	・訪問した家のなかを案内してくれたときの第一印象を言うことができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	[写真]が（たくさん）ある！

広い！

きれい！

明るい！
	写真、たくさん、ある、広い、きれい、明るい


●活動内容

1.紗希とマイケルの家の写真をみて第一印象を言う。

2.自分の家や自分の部屋の写真や絵を見せながら、友達に自分の家を紹介する。聞いている人は、第一印象を言う。

●制作意図と授業のヒント

1について

・写真をたくさん提示し、友達の家を訪問するという疑似体験ができるようにしました。写真は素材集CDにありますから、PPTなどで写真を大きく見せるといいでしょう。

・感想の言葉に「広い！」「きれい！」「明るい！」というプラスの表現のみを提示していて、「狭い！」「きたない！」「暗い！」というマイナスの表現は提示していません。これは、相手の家を訪問したときに、プラスの表現を選んで言うことも大切だからです。自分が訪問するとき、マイナスの評価を言うかどうかを考えさせるのもいいでしょう。

・紗希やマイケルの家だけでなく、ほかの家の写真（世界各地、中国各地、クラスの生徒の家、教師自身の家など）を利用してみるのもおもしろいでしょう。

2について

・写真を用意できると、視覚に訴えることができて第一印象を言いやすいでしょう。用意できない場合は絵に描いてもいいでしょう。

●補足説明

・紗希の家（一軒家）

上の段

左：家の正面の写真です。手前に郵便物入れがあります。

中：玄関です。

右：紗希の部屋です。部屋は洋室で、紗希はベッドを使っています。

真ん中の段

　左：紗希の机の横にある本棚です。国語辞典、小説もありますが、漫画がほとんどです。テニスボールも置いてあります。

　右：紗希の机の上です。

下の段

　左：紗希の家の居間です。真ん中に「掘りごたつ」があります。「こたつ」は、日本独特の暖房器具で、熱源がついたこたつやぐらに布団をかけ、こたつに足を入れて暖をとります。夏の間は布団をはずして、テーブルとして使うことができます。「掘りごたつ」は、床を数十センチ下げたもので、腰かけられるようにしたものです。このページの写真は夏の掘りごたつです。２冊目巻頭グラビアでは冬の掘りごたつの写真が載っていますので、両者を比較してみましょう。

　右：紗希の家に飾ってある、小さい雛人形です。第3冊付録の年中行事に、一般的な大きさの雛人形の写真がありますので、参照してください。

・マイケルの家（マンション）

上の段

　左：玄関を外の廊下から見た様子です。お父さんの趣味で、陶器のたぬきや花が飾られています。

　中：玄関から家の中を見た写真です。玄関には靴が脱いであります。靴は外向きに並べられています。一軒家の紗希の家と比べて、マンションの玄関の段差は小さいです。

　右：廊下の写真です。廊下には着物などが飾られています。お父さんの趣味です。

真ん中の段

　左・中・右：廊下に飾ってある写真です。両親が結婚したときの写真、マイケルが小さいときの写真や、アメリカにいる親戚との写真など、家族の写真がたくさんあります。（マイケルのお父さんはアメリカ人です。）日本では写真をたくさん壁にかけるという家はそれほど多くは見られません。

下の段

　左：マイケルの部屋です。机とベッドが一体化している家具を使っています。

　右：廊下に飾ってあるものです。お父さんの趣味で、壁には陶器のカップがたくさん飾ってあります。また、古い家具の上に、日本の古い陶器の皿や花瓶が飾られています。

見せたいものはなに？

	活動のねらい

	・友達に見せたいものを紹介することができる。また、友達の家にあるものが何か聞くことができる（能介绍想让同学看的东西。另外，能询问同学家里自己感兴趣的东西是什么。）

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	来て。

見て。

あれ、何？

これ／あれ、[わたしの漫画]。
	これ、あれ、来て、見て、


●活動内容

・友達に見せたいものがあるときや、友達のものでおもしろいものを見つけてそれが何か聞きたいとき、どう日本語で言うのかを紗希とマイケルのことばから知る。そして、自分も自分の家や部屋にあるものの中で友達に見せたいものを絵に描いて、クラスメートに見せる。

●制作意図＆授業のヒント

・友達に見せたいと思うものは、大切にしているものや珍しいものなど、その人自身にとって何か意味があるものだと思います。それを、見せることを通して、友達の知らない一面を知ることができるでしょう。

・見せるものは実物が一番いいのですが、自宅から持ってくるのが難しい場合は、絵を描いて見せるといいでしょう。

・「これ」は第4課、「あれ」はこの課で新出です。「それ」は18課で扱います。18課の学習活動は、「それ」の使い方（①話し手の領域ものを指す、②話し手聞き手両方から少し離れているものを指す）が明確にわかる活動だからです。

●補足説明

・紗希が見せているものは、大切にしている漫画です。紗希はコナンの漫画が大好きで、見せているのもコナンの漫画です。

・マイケルが見せているものは、生まれたとき、両親が記念に買ってくれたフィギュアです。マイケルはこれを大切にしています。

友達の家に行こう！

	活動のねらい

	・訪問時の決まり文句のあいさつができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	●
	
	
	いらっしゃい。

どうぞ。

おじゃまします。

（既習）

こんにちは。

[人形]がたくさんある！

ねえ、来て。

お父さんの書斎。

わー、漫画！見て。
	


●活動内容

・訪問する側と友達を家に呼ぶ側にわかれて、訪問の場面を演じ、適当なあいさつをしたり、家を案内したりする。

●制作意図＆授業のヒント

・P51の平面図は、漫画にあわせて、美佳の大連の家の間取りを提示しました。日本の家の間取りとは違う点があります。

例：日本は廊下がある家が多い

日本は風呂とトイレが別々の部屋にあることが多い

・漫画の中のセリフと発話位置にあわせて、間取り図にセリフとその発話位置を明示しました。ただ、漫画P20に、美佳の母が「さぁさぁ、こちらへどうぞ」とソファに座るよう勧める場面がありますが、このセリフはP51の間取りにスペースの関係で入れられませんでした。
・教室を家に見立ててやってみるのもいいでしょう。

・「どうぞ」の機能は多いです。家や部屋に招き入れるとき（15課）、椅子に座ることを勧めるとき（15課）、食べ物や飲み物を勧めるとき（17課）、ものを相手に渡すとき（11課）、許可を求められときのこたえ（29課）にも使えます。

●補足説明

・日本の家の間取りや部屋の写真は、第3巻付録の参考語彙にもあり、素材集CDに収録されていますので、適宜利用しましょう。

日本語広場（日语广场）
生き生きした会話表現
	目標

	・漫画の中に出てきた相槌や感嘆詞などをまとめ、そのような言葉を使うことで生き生きした会話になることを知るとともに、実際に使ってみる。


●制作意図

・漫画には、感情に伴って自然に口から出てくる「わあ」「あっ」「えーと」のような言葉がたくさんでてきています。この課の日本語広場では、それらの初歩的な意味がわかり、また真似をして言えるようになることで日本語の表現が豊かにすることを目的としました。ただし、13課の日本語の広場の擬音語擬態語と同じように、必ず習得しなければならい項目というわけではありません。
●授業のヒント

・中国語の「哎」「哇」などを例にあげて、これらの言葉があると、気持ちが相手に伝わりやすいこと、会話を生き生きさせるものであることを意識させましょう。

・漫画を利用して、その場面で母語ではどう言うか考えさせたり、意味を想像させたりするといいでしょう。そのあと、録音を聞いて、真似をして言ってみましょう。

●補足説明
・スペースの関係上、第3巻までにでてきた表現すべてを取り上げてはいません。紙面に掲載していない表現や場面については、以下を参考にしてください。

	使用場面
	第1巻
	第2巻
	第3巻

	驚いたとき
	P24美佳：え！？わたしも！

P33美佳：えっ！？
	P16　美佳：え！？おばさんも日本語ができますか？
	P23美佳：わっ。からい！

	相手のことばを聞き返すとき
	
	P14　美佳：えっ、ジャオズ？
	

	何かを見たり聞いたりして、感嘆したとき
	
	P17　美佳：うわぁ、おいしそう！！


	P18　美佳：うわぁ、人形がたくさんあるよ！

P24　王　：わー、漫画。見て。

	何かを見て、新しいことに気がついたとき
	P28美佳：あっ、サッカー。
	P25　美佳：あっ！わたしの星！

P27　美佳：あっ、1時半！
	P27　王　：あっ、サッカー！



	相手の言葉を聞いて何かを知ったり納得したりしたとき
	P28美佳：へぇー、そうなんだ。


	
	P19　みんな：へぇ～。

P27　王　：へぇ～、美佳と似ているね。

	思い出したとき
	
	P20　美佳：ああ、ねこ！
	


	いい考えを思いついたとき
	
	
	P32　王　：そうだ！みんな来て！

	即答しないで、答えを考えているとき
	
	P28　張　：えーと、次は日本語。
	P25　金・朴：うーん…

	ほかの人の行動を促すとき
	
	
	P20　美佳母：さぁさぁ、こちらへどうぞ。（大人が使う）

	人に呼びかけるとき
	
	
	P24　美佳：ねぇ、来て。


コラム（专栏）

日本の家

	目標

	・日本の家の外観的特徴から、日本の気候について考えるとともに、中国の家の多様性とその気候との関連性について考える。


●制作意図

・この課のトピックは、友だちの家を「訪問する」です。学習活動では日本の中学生の家や世界の中学生の家に遊びに行くことを疑似体験できるよう、家の中の写真がたくさん紹介されているので、コラムでは日本の家の外観に焦点を当てて紹介しています。

・家にはその地域に住む人々の長年の生活の知恵が凝縮されています。特に家の材質やその形状は気候の違いの理由から、地域による大きな差がみられます。つまり、家の形を見ることでその地域の気候などの情報が想像できるのです。日本の国土は中国に比べて小さいが、縦に長いため地域による気候の違いが大きく、それが家の形にも表れています。そこでこの課のコラムでは、家の形からその地域の気候を想像し、日本の地理と気候について考えることを目的としました。

　◇気付かせたいポイント

　　・おおよその日本の地理と気候

　　・地理や気候と家の形状の関係性

●授業のヒント

・中国の東部沿海地域の気候の特色を北から南に向かって生徒にまとめさせます。そして、日本の位置を地図で確認し、日本はどんな気候だと思うかを想像させます。それから、日本の家の写真とその下に書かれている質問の答えを考えさせ、生徒に自分の考えを発表させます。ペアやグループで話し合わせてから、発表させてもいいでしょう。また、なぜ木で家を作ることが発達したか、その理由を考えさせてもいいでしょう。

・中国の家の形や構造は地域によってどんな違いがあるか、なぜそのような違いが生まれているかを調べさせたり、考えさせたりして、発表させることもできます。また、家を作る時の材料（木材、石、レンガなど）についても調べさせ、中国国内の地域ごとの比較や日本との比較をさせてもおもしろいでしょう。

●補足説明

・最初の囲み記事には２枚の写真が紹介されています。その写真に見られるように、日本の伝統的な家には床板の下に空間があり（縁の下）、その空間は通気をよくするために作られています。床の下だけでなく、家全体に風が通りやすくなる工夫がたくさんあります。これは、湿度の高い日本で快適に生活をするための工夫です。

・同じく、最初の囲みには、日本では木で家を作ることが発達したと書かれていますが、それは日本の国土の70%強が山地で木が豊富に手に入ったことと関係します。また、木には調湿機能があり、湿度の高い夏には湿気を吸い取ってくれ、湿度の低い冬には逆に水分を空気中に放出してくれるので、快適に過ごしやすいと言われています。

・地域ごとの家の特色については、以下のとおり。

⇒北海道の家：北海道は気温が低く、冬は非常に寒い気候です。そのため玄関前にフードを作り、外の冷たい空気が家の中に入りにくいように作られることがあります。

⇒新潟の家：新潟は豪雪地帯で、山沿いの地域では1メートル以上雪が積もることがあります。そのため、そのような地域では冬は1階に玄関があってもドアを開けられなくなってしまうことがあります。そこで、写真の家のように生活空間は2階以上に作り、1階は倉庫として使う家が見られます。

⇒岐阜の家：岐阜も豪雪地帯です。そのため、屋根の傾斜を大きくし、雪が屋根に積もらず、地面に落ちやすいように作られている家があります。これは、この地域に残る伝統的な家の造り方で、合掌造りと呼ばれています。急勾配の屋根のため、家の内部の天井が高くなります。その空間では、蚕を飼うことが多かったようです。この合掌造りの家が残る集落は、世界遺産にも登録されています（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しらかわ),白川)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごう),郷)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごかやま),五箇山)）。

⇒沖縄の家：沖縄は日本の最も南に位置する県で、夏は暑く、そして雨や台風が多い地域です。そこで、台風でも家が飛ばないように、石で造られた家がたくさんあります。また、石によって夏でも涼しく過ごすことができます。軒下が長く作られているのですが、それはできるだけ影をたくさんつくり、少しでも家の中を涼しくするための工夫です。

参考URL：

●木の効果について

http://www.sea-arch.net/chie/chie-sozai.html#anchor-sozai3
●新潟県の気候について（住宅メーカーHPより）

http://www.terayamagumi.co.jp/myhome/niigata.html
●合掌造りの集落について

（中国語のサイト）

http://www.timegoods.com/study_travel/sight/21890.htm
http://www.hudong.com/wiki/%E5%90%88%E6%8E%8C%E5%B1%8B
施






























































































































（日本語のサイト）

http://tokuzo.fc2web.com/2003/sirakawa/sirakawa.htm
http://www.gokayama.jp/monogatari/kenchiku.html
考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭でまた書いて確認しましょう。

・「説説看！」は、イラストの人物の気持ちに即してどんな表現を使ったらいいか言ってみましょう。CDで確認することができます。

●補足説明
参考解答

发现有自己感兴趣的东西时　写真がたくさんある！

希望对方来时　　　　　　　来て！

希望对方看什么时　　　　　見て。　

介绍你想让对方看的东西时　これ、［わたしの漫画］。あれ、［わたしの漫画］。

向客人表示欢迎时　　　　　いらっしゃい。

请客人进屋时　　　　　　　どうぞ。

拜访别人，进屋时　　　　　おじゃまします。

左上： こんにちは／いらっしゃい

右上：どうぞ／おじゃまします

左下：来て。

右下：見て。これ、ぼくのボール。／わあ、いいなあ。


























































